徐京錫氏　略歴

出生及び出生地　　１９４８年１０月６日　ソウル

学歴　　１９６６年３月　ソウル高等学校卒業

　　　　１９７１年３月　ソウル大学工学部機械科卒業

　　　　１９８１年~８２年　長神大（長老会神学大学）神学大学院卒業　

　　　　１９８２年～８４年６月　米国プリンストン神学校卒業

　　　　１９８４年～８６年　米国ユニオン神学校修士学位取得

投獄歴　１９７４年　民青学連事件で金芝河らと共に収監。懲役２０年刑宣告さる。

　　　　１９７９年７月~１２月YH貿易労組事件で投獄。保釈金で釈放さる。

　　　　１９８０年４月~７月　東一紡織労組事件で投獄。刑務執行免除で釈放さる。

職歴　　米国留学中、長老会の牧師の資格を取る。

　　　　１９９６年６月~現在ソウル/鞍山　朝鮮族教会担任牧師。それ以前の職歴省略
　

市民運動歴　
        １９８９年６月~１９９５年２月“経済正義実践市民(運動)連合”（経実連） 

                                       事務総長

１９９６年６月～２００５年“我が民族助け合い運動”共同代表

　　　　１９９８年１２月～現在　“地球村分かち合い運動”副理事長

　　　　２００４年~現在　“基督教社会責任”共同代表

　　　　２００５年９月～現在　“先進化市民運動”常任代表

由緒ある基督者の家庭に生まれる　　曽祖父徐景祚(ソギョンジョ)は韓国最初の牧師。

　　　　　　　アンダーウッド牧師と韓国最初の教会(セムンアン教会)を建てる。

学生時代に社会主義者になる　　エンジニアとして著名な父の影響を受け、ソウル大学工学部機械科に入るが、当時のソウル大学工学部の学生たちの生き方に反発し、社会主義の勉強をはじめ、敢えて無神論者になり、社会主義者の道を歩む。卒業後民青学連事件で投獄される。前後３回の投獄で獄中で自分を支えたのは、社会主義の理論や哲学ではなく、幼児洗礼を受け基督者として成長した信仰であることに気づき、２度目、３度目の投獄中基督者(牧師)として生きることを決意。

　　　　　　米国留学で神学をマスターし牧師となる。また留学中市民運動に開眼し実践する。また留学中北朝鮮を家族訪問した在米コリアンの老人から、北朝鮮の実態を聞き、北朝鮮に対する幻想が消える。　　　　

　　　　 帰国後、独創的な市民運動を次々に展開し、今日に至る。

　　　　 上記市民運動歴に掲げた市民運動はすべて徐京錫氏の創案による。
        “経済正義実践市民（運動）連合”は、当時地価が不当に上がり、土地を持つものと持たないものとの経済的格差が拡大した事態に直面し、このような実のない経済を市民運動で糾（ただ）そうとした運動である。“先進化市民運動”とは貧しい国々に自国のGNPの１％を援助しようと言う運動である。国連は０．７％を奨励。当時（２００５年）日本は０．２％、米国０．１％、デンマーク１％、韓国は０．０５％。　　　　

